
流域雨量指数や危険度分布の活用による

中小河川の洪水からの避難
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犠牲者が目立つようになってきた中小河川の洪水災害
どうして中小河川で犠牲者が出るのか？

近年の中小河川で何が起きているのか？
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＜Point＞
中小河川では

急激な水位上昇
が発生する
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小野川
小野川

わずか
1時間で
急激な増水

（写真：日田市職員提供）

平成29年7月5日

中小河川では急激な水位上昇が発生する

平成29年7月九州北部豪雨 大分県日田市 小野川

14時30分 15時32分
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※ 写真は日田市職員提供。

平成29年7月九州北部豪雨 7月5日 大分県日田市

小野川の「流域雨量指数」

14:30 流域雨量指数=8.1 (毎秒66トン)

15:30 流域雨量指数=11.6 (毎秒135トン)

すでに避難が
困難な状況

急激に上昇

中小河川では急激な水位上昇が発生する

急激な水位上昇を起こし、

わずか２時間ほどで氾濫してしまっている。

30年に1度（警戒レベル３相当）

（警報基準）

警戒レベル２

（注意報基準）

50年に1度（警戒レベル４相当）



6

中小河川では急激な水位上昇が発生する

平成28年8月30～31日 岩手県岩泉町 小本川

急激に上昇

平成28年台風第10号

3時間で４ｍ
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水位 （人吉水位観測所）

流域雨量指数（人吉市地点）

流域雨量指数の予測（4日01時時点）

流域雨量指数の予測（4日02時時点）

流域雨量指数の予測（4日03時時点）

100年に一度の流量に当たる流域雨量指数

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

球磨川（人吉市）の水位と流域雨量指数

７月３日 ４日

√(t/s)
m

大河川の上流部でも急激な水位上昇が発生する

令和2年7月豪雨 熊本県人吉市 球磨川

急激に上昇
５時間で４ｍ
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＜Point＞
流域雨量指数は

地質や都市化率も考慮
した高度な計算を行っている

＜Point＞
（専門家向け）

流域雨量指数は、タンクモデルや運動方程式で計算された

流量の平方根

（参考）
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対象地点

流域雨量指数流量の平方根

河川に
流れ出た
雨水が、河川に
沿って流れ下る。

上流から流れて
きた雨水が、
河川の合流により
集められる。

＝

河川の上流域に降った雨水が
地表面を流れたり、

地中に浸み込んだりして
河川に流れ出る。

流 域

河川に
流れ出る浸透

流出 流下６分割して
計算

流量を
合算

地
表
面
か
ら
の
急
速
な
流
出

都市用
タンクモデル

非都市用
タンクモデル

地質に応じた
５種類の
流出特性の
異なるモデル

地
中
へ
の
浸
透
を
経
た
流
出

・運動方程式
勾配が大きく水深が深いほど
流れが速くなることを表す式

・連続の式
水量の保存則

※流量の平方根は水位に比例

流出・流下の計算により、流量(トン/秒)を算出

（参考）流域雨量指数の計算の概要

「流域雨量指数」は、河川の上流域での降雨によって、下流の対象地点での洪水リスクがどれだけ高まるか

を把握するための指標。上流域での降雨が、地表面や地中を通って河川に流れ出し、河川を流れ下る量

の平方根（流量の平方根）を計算することで、洪水リスクの高まりを指数化している。

9
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※ データはいずれも10分毎。
※ 流域雨量指数は、降った雨等から

洪水の危険の度合を算定したもので、
実際の水位を推計したものではない。

流域雨量指数（今泉水位観測所を含む1km格子）

水位（今泉水位観測所）

今泉水位観測所

3:40
氾濫危険水位超過

4:50
ピーク水位 104.62m

3:20
警報基準超過

4:30
ピーク指数 49.5
(流量は約2500トン/秒と推定)

注意報基準（基準Ⅰ）

30年に一度の流量 警報基準（基準Ⅱ）

50年に一度の流量 警報基準を大きく超過した基準（基準Ⅲ）

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

（参考）流域雨量指数と水位 ～「流量の平方根」は水位に比例する～

例：平成23年7月新潟・福島豪雨 破間川
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＜Point＞
ハザードマップが作成されていないような中小河川であっても

命が脅かされる危険性
が認められる場所がある
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河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図：気象庁作成

台地

中小河川（特に山間部を流れる山地河川）

〇 勾配が急で流れが速くなるため、氾濫する前から

水流によって川岸が削られて家屋が押し流される

おそれがある。

河川地形の全体模式図
出典：国土地理院資料 （http://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/kawa_1-1.html）に加筆。

洪水災害で命が脅かされる危険性がある場所 ～山地河川洪水のリスク～

図：気象庁作成

谷底平野

台地

台地

台地

中小河川（特に山間部を流れる山地河川）

〇 勾配が急で流れが速くなるため、氾濫する前から

水流によって川岸が削られて家屋が押し流される

おそれがある。

〇 氾濫した際も幅の狭い谷底平野に流れが限定されて

水かさが深くなり、破壊力の大きな氾濫流が生じて

家屋が押し流されるおそれがある。

数百年に一度の大雨となったとき、

川があふれて、谷底平野の全体が

川のようになってしまう。
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河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図：気象庁作成

台地
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図：気象庁作成

谷底平野

台地

台地

台地
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河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図：気象庁作成

台地

中小河川（特に山間部を流れる山地河川）のリスク

○勾配が急で流れが速くなるため、氾濫する前から、

水流によって川岸が削られて家屋が押し流される

おそれがある。
段丘崖

段丘面

谷底平野

山地

図：気象庁作成

九州北部豪雨における赤谷川の被害状況
（平成29年7月7日国土地理院撮影）

○勾配が急で流れが速くなるため、氾濫する前から、

水流によって川岸が削られて家屋が押し流される

おそれがある。

○氾濫した際も、幅の狭い谷底平野に流れが限定

されて水かさが深くなる。このため、破壊力の大きな

氾濫流が生じて家屋が押し流されるおそれがある。

山地河川洪水の例として、
・和歌山県 那智川（平成23年8月）
・岩手県 小本川（平成28年8月）
・福岡県 赤谷川（平成29年7月）
・福島県 五福谷川（令和元年10月）
・熊本県 球磨川（令和2年7月）
等の氾濫によって犠牲者が出ている。

河岸段丘

台地

谷底平野

山地

図：気象庁作成

台地

図：気象庁作成

谷底平野

台地

台地

台地

平成29年7月九州北部豪雨

平成24年7月九州北部豪雨



16

池袋駅

善福寺池
善福寺川

練馬駅

井草川
（遊歩道等）

光が丘駅

田柄川（暗渠化）

江古田川

妙正寺池

石神井川

江古田川（暗渠化）

三宝寺池

成増駅

平成17年（2005年）9月4日 の事例 （練馬区付近の主な浸水箇所）

東武練馬駅

赤羽駅

荒川

石神井川

神田川

 浸水発生箇所の地形

・ 河川や旧河道によって削られた谷地形の
低地（谷底平野）での発生が多い。

白子川

石神井池

標高

50m

－5m
国土地理院 数値地図5mメッシュ（標高）より作成したカラー陰影段彩図に追記。

東京都浸水図と数値地図5mメッシュ(標高)カラー陰影段彩図を重ねた。

妙正寺川

百々女木川（暗渠化）

・浸水箇所拡大図は東京都建設局HP資料より。（http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/suigai_kiroku/h17/17_sinsuizu.htm ）

・浸水箇所（ハッチ）は、水害区域面積が0.1ha以上もしくは被害建物棟数が10棟以上となる水害を被った浸水域。
・図中の浸水箇所のうち河川洪水による被害は、妙正寺川、江古田川両岸のみ。その他は「内水」と分類されている。

16

谷底平野の浸水リスク ～都市部の浸水例～

http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/suigai_kiroku/h17/17_sinsuizu.htm
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平成29年7月九州北部豪雨 赤谷川の被害（福岡管区気象台撮影）
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中小河川の課題
＜Point＞

ところが、中小河川では

避難の目安となる水位の設定が難しい
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大河川
避難のための
リードタイム

▽氾濫危険水位

小河川

避難のための
リードタイム

▽氾濫危険水位

中小河川では避難の目安となる水位の設定が難しい

○ 避難のタイミング ＝ 避難指示 ＝ 氾濫危険水位

○ 中小河川においては、水位上昇速度が非常に速いため、

避難のためのリードタイムを確保した「氾濫危険水位」を

設定すると非常に低い位置（少しの雨でも避難指示）に

なりかねず、設定が難しい。

○ あまりに低い氾濫危険水位を設定すると、空振りが増える

ことになり、避難する人が減ってしまうことが懸念される。

○ 大河川での発想や手法が通用せず、悩ましい。

中小河川は、水位上昇速度が非常に速く、

わずか２時間ほどで氾濫してしまう場合もあ

る。
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＜Point＞

中小河川では水位上昇が極めて急激なため
避難の判断に水位計がほとんど役立たない例も
みられる（大河川での発想や手法が通用しない）
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15時～19時178ミリ

15時～19時160ミリ

14時～19時119ミリ

13時～18時85ミリ

総降水量（8月29日0時～31日12時）

主な地点の降水量時系列

8月の月降水量
平年値１５７．４ミリ

小本川の洪水（岩手県岩泉町） 平成28年台風第10号
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小本（内）

小本（外）

赤鹿
( あかしか )

日蔭

・ 夕方からの雨の強まりとともに水位が急上昇。
・ 氾濫危険水位や避難判断水位は設定されて

いなかった。

岩手県河川情報システム
ホームページより

ホットライン

気象台→岩泉町：16時47分

急激に上昇

小本川の洪水（岩泉町） 平成28年台風第10号
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岩泉町の被害状況 平成28年台風第10号

谷底平野
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平成28年9月1日

17時頃の時点では、それほど水位は増えていなかった。

まだ避難しなくても大丈夫だからと避難指示を見送った。

岩泉町長の記者会見 平成28年台風第10号
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＜Point＞
中小河川の避難判断の考え方が見直され、

急激な水位上昇に対応するために、水位計に加え、

水位上昇の見込み（水位予測）
も利用することとなっている



26平成28年8月30日の大雨の事例について事後検証したもの。水防団待機水位、氾濫注意水位、計画高水位は当時の値。

急激に上昇

高齢者福祉施設の入所者９名全員が犠牲になった。

急激な上昇を前もって予測

平成28年8月 小本川の洪水災害（岩手県岩泉町）H28年度

このわずか50分後(18:10)には計画高水位を超過。
従って、氾濫注意水位を超過した時点(17:20)で

速やかに避難開始が必要。

現地
情報

予測
情報

26
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14:00時点の6時間先までの予測値

15:00時点の6時間先までの予測値

16:00時点の6時間先までの予測値

17:00時点の6時間先までの予測値

平成28年8月30日の大雨の事例について事後検証したもの。

 精緻化した流域雨量指数の予測値（平成28年8月30日～31日、小本川）

 防災情報提供システムによる精緻化した流域雨量指数の提供イメージ

過去12時間分の実況値

６時間先までの
予測値
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実況値（流域雨量指数） 12:00時点の予測値 13:00時点の予測値
14:00時点の予測値 15:00時点の予測値 16:00時点の予測値
17:00時点の予測値

流
域
雨
量
指
数

基準Ⅰ(注意報基準)

基準Ⅱ(警報基準)

基準Ⅲ(基準Ⅱよりも災害が発生する
確度が一段高い基準

8月30日 8月31日

18時頃の急激な危険度上昇が
昼過ぎには予想できている。

（内閣府「避難勧告等の判断･伝達マニュアル作成ガイドラインに関する検討会」資料に一部加筆）

平成28年8月 小本川の洪水災害（岩手県岩泉町）H28年度
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現地

情報

予測

情報

避難

指示

内閣府のガイドラインが改定され（平成29年1月）、急激な水位上昇が発生する

中小河川（水位周知河川・その他河川）における避難指示等の判断には、

水位計や監視カメラから得られる“現地情報”に加え、「洪水警報の危険度分布」

（流域雨量指数の予測値）などの水位上昇の見込みが判断できる“予測情報”も

合わせて活用するという新たな考え方が追記された。

中小河川における避難指示等の判断の考え方の見直しH28年度

水位上昇の見込み（水位予測）水位の実況値（水位計）
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「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）における
避難指示等の発令を判断するための情報の考え方

H28年度

発令判断に資する情報の詳細（洪水等）

(1) 水位の実況値

（略）

(2) 水位上昇の見込み

避難情報の発令基準については水位の実況値を基本的な判断材料としつつも、

急激な水位上昇をとらえて前もった対応ができるようにしたり、氾濫発生の前に一定

の猶予時間を確保したりするために、その後の水位上昇の見込みに関する情報を組

み合わせることが有効である。

◆ 内閣府「避難情報に関するガイドライン」

ポイント：急激な水位上昇に前もって対応できる
等のために、水位の実況値に加え、水位上昇の
見込みに関する情報を組み合わせることが有効。
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雨
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指
数

※ 破線は60分先までの予測値を表す。写真は日田市職員提供。

平成29年7月5日 日田市鈴連町
小野川の「洪水警報の危険度分布」の危険度（色）

22時17時 18時 19時 20時 21時12時 13時 14時 15時 16時

小野川の「流域雨量指数」

14:30 流域雨量指数=8.1 15:00 流域雨量指数=9.8

15:30 流域雨量指数=11.6 18:00 流域雨量指数=13.4

すでに避難が
困難な状況

すでに避難が
困難な状況

急激な上昇を予測

30年に一度の流量
（警報基準）

（注意報基準）

50年に一度の流量

事例 平成29年 小野川の洪水（大分県日田市）
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３つの危険度分布

＜Point＞

洪水警報の危険度分布は

数時間先までの

洪水災害の予報
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危険度分布（キキクル）とは

 雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）

 土砂災害・浸水害・洪水それぞれの危険度を5段階に色分けして表示

洪水浸水害土砂災害

災害は3種類

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け

洪水キキクルは河川
流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】

危険 【警戒レベル４相当】

警戒 【警戒レベル３相当】

注意 【警戒レベル２相当】

今後の情報等に留意

危
険
度

低

高
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大雨警報(土砂災害)の危険度分布
（土砂災害警戒判定メッシュ情報） 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布

雨量予報

「雨量の予報」から「災害の予報」へ

土砂災害
浸水害

洪水災害

大雨の降っている場所や
今後大雨となる場所は
レーダー等で把握可能

（しかし、災害の発生する
場所・時間とは、

必ずしも一致しない。） 今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）
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「雨量の予報」から「災害の予報」へ

土砂災害のリスク

雨が浸み込んで
土壌中に溜まる

浸水害のリスク

雨が浸み込まず
地表面に溜まる

土壌雨量指数 表面雨量指数

流域雨量指数

洪水害のリスク

雨が上流域から集まり
河川を流れ下る

②過去30年分の災害データから「基準」を設定

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

土砂キキクル
大雨警報（土砂災害）の危険度分布

浸水キキクル
大雨警報（浸水害）の危険度分布

洪水キキクル
洪水警報の危険度分布
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３つの危険度分布

「雨量の予報」から「災害の予報」へ

気象レーダー 地上雨量計＋

降水短時間予報

1時間先
2時間先

3時間先

4時間先
5時間先

6時間先

（短時間予測技術）
雨量を災害リスクに翻訳する技術

土砂災害

浸水害

洪水

（雨量解析技術）

解析雨量

①降った雨による災害危険度の
高まりを指数化

②過去30年分の災害データから

「基準」を設定
③指数を基準で判定した結果を

キキクルとして地図上に表示

※ 避難時間等を考慮し、土砂災害は2時間先、浸水害は1時間先、洪水は3時間先までの雨量予報を用いている。
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キキクル「黒」を待つことなく「紫」で避難の判断を

色と
その意味

表示条件

黒
災害切迫 ↓大雨特別警報の指標に用いる基準

指数の実況値が
大雨特別警報基準に到達した場合

」

紫
危険

↑過去の災害発生時に匹敵する状況を示す基準

・50年に一度の洪水

・土砂災害警戒情報の基準 等

指数の実況値又は予測値※が

警戒レベル４相当の基準等に
到達する場合

赤
警戒

↑警報基準
・30年に一度の洪水 等 指数の実況値又は予測値※が

警報基準に到達する場合

黄
注意

↑注意報基準
指数の実況値又は予測値※が

注意報基準に到達する場合

今後の情報に
留意

指数の実況値及び予測値※が
注意報基準未満の場合

※ 土砂災害は2時間先、浸水害は1時間先、洪水は3時間先までの予測値を用いている。

「災害切迫」（黒）は、
災害がすでに発生している
可能性が高い状況。
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土砂災害 浸水害 洪水

大雨警報(浸水害)の危険度分布

今後の雨量

今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

１時間先までの予測２時間先までの予測 ３時間先までの予測

傾斜、地質、都市化率、過去災害等を考慮して危険度を算出

高
危
険
度

低

土砂災害警戒情報に対応する危険度の

高まり（警戒レベル４相当）も確認可能

洪水警報の危険度分布

指定河川洪水予報に対応する

危険度の高まりも確認可能

注意報級

警報級

大雨警報(土砂災害)の危険度分布

 雨量データから、災害発生の危険度を表す指標（指数）を開発。

 過去約30年分の災害データを用いて危険度の高まりに応じた基準を段階的に設定し、雨量予報データから

算出した災害危険度の予報を地図上に色分けして表示（黄→赤→紫→黒）。

 注意報、警報、土砂災害警戒情報、指定河川洪水予報に対応する危険度がひと目で分かる。

 過去の重大な災害発生時に匹敵する状況を示す基準をまもなく超えそうな「紫」の領域においては速やかに避

難。

危険度分布とは ～ 「雨量の予報」 を 「災害の予報」 に翻訳 ～
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３つの危険度分布
＜Point＞

急激な水位上昇をあらわす、

危険度分布の紫は避難の合図
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色（危険度分布） 避難情報 状況

濃い紫 避難指示 災害がすでに発生
していてもおかしくない

うす紫 避難勧告 災害がいつ発生
してもおかしくない

赤
避難準備・

高齢者等避難開始
警報級

黄色 注意報級

白(水色) 今後の情報等に留意

色 避難情報 キキクル

黒 緊急安全確保
５相当

災害がすでに発生
している可能性が高い

警戒レベル４までに必ず避難！

紫 避難指示
４相当

災害がいつ発生
してもおかしくない

赤 高齢者等避難 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) 今後の情報等に留意

警戒レベル導入前（平成31年以前）

特別警報基準超過
「黒」で表示

令和４年６月～

新たな「緊急安全確保」や「避難指示」にキキクルが対応

警戒レベル4
「紫」に統一

この基準を超過すると
災害がすでに発生して
いてもおかしくない状況
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小野川
小野川

わずか
1時間で
急激な増水

平成29年7月5日

14時30分 15時32分

○中小河川は、上流域に降った雨が河川に集まるまでの時間が短く、短時間のうちに急激な水位上昇

が発生しやすい（あっという間に氾濫する）特徴があり、洪水危険度の急激な高まりに気づきにくい。

○不意を突かれて逃げ遅れることのないよう、まだ水位が高まる前の早い段階から、水位上昇の見込みを

示す「洪水警報の危険度分布」（洪水キキクル）を活用して避難開始を判断することが必要。

（写真：日田市職員提供）

「危険度分布」によって急激な水位上昇を見越した対応を
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15時30分
指数の実況値が紫の基準を超過

画像：日田市職員提供（平成29年7月5日）

15時00分
紫

14時30分
赤

小野川

すでに避難が
困難な状況

紫の基準を超過した小野川が氾濫。
芝生に水があふれ、橋にも激流がぶつかっている。
このように紫の基準を超過してからでは、
避難が困難となるおそれがある！

川は増水しているが、まだあふれてはおらず、
まだ徒歩での避難も可能な状況。しかし、
危険度分布には「紫」が出現しており、
まもなく重大な災害となる可能性が高い。

３時間先までの見通し（予報）として、
危険度分布には「赤」が出現しており、
まもなく重大な災害となる可能性がある。

指数の実況値が紫の基準を超過すると、道路冠水等ですでに避難が困難な状況となっているおそれがあるため、

遅くとも紫（警戒レベル４相当）が出現した時点で河川の現況を確認し、速やかに避難の判断をすることが重要です。

「紫」は避難の合図！ 小野川(大分県日田市)の洪水 -平成29年7月九州北部豪雨-

警戒レベル３（高齢者等避難）相当 警戒レベル４（避難指示）相当
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「紫」は避難の合図！ 矢野川（広島市安芸区）の洪水 -平成30年7月豪雨-

20時30分
指数の実況値が紫の基準を超過

画像：梶岡博氏提供（平成30年7月6日）

19時30分
紫

18時30分
赤

紫の基準を超過した矢野川が氾濫。
道路が川のようになり、車も流されている。
このように紫の基準を超過してからでは、
避難が困難となるおそれがある！

道路をにごった水が流れ始めた程度で、
まだ歩いて避難は可能な状況。しかし、
危険度分布には「紫」が出現しており、
まもなく重大な災害となる可能性が高い。

３時間先までの見通し（予報）として、
危険度分布には「赤」が出現しており、
まもなく重大な災害となる可能性がある。

すでに避難が
困難な状況

指数の実況値が紫の基準を超過すると、道路冠水等ですでに避難が困難な状況となっているおそれがあるため、

遅くとも紫（警戒レベル４相当）が出現した時点で河川の現況を確認し、速やかに避難の判断をすることが重要です。

警戒レベル３（高齢者等避難）相当 警戒レベル４（避難指示）相当
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５段階の警戒レベルとキキクル（図解版） 洪水土砂災害
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＜Point＞

中小河川沿いの谷底平野では、

急激な水位上昇に不意を突かれやすいため

まだ水位が低い状況であっても、

水位上昇が見込まれた時点で避難

まとめ
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○中小河川沿いの谷底平野では、洪水時に家屋が流される場合もあり、避難が必要だが、

中小河川は、急激な水位上昇が起こる特徴があり、危険度の急激な高まりに気づきにくい。

○不意を突かれて逃げ遅れることのないよう、まだ水位がそれほど高まる前の早い段階のうちに、

水位上昇の見込みを示す「危険度分布」を活用し、避難開始を判断することが必要。

「危険度分布」によって急激な水位上昇を見越した対応を

矢野川が氾濫

すでに避難が
困難な状況

小野川が氾濫

すでに避難が
困難な状況

災害がすでに発生
している可能性が高い

緊急安全確保 ５相当

まもなく災害となる
可能性が高い 避難指示 ４相当

まもなく災害となる
可能性がある (警報級)

高齢者等避難 ３相当

注意報級 — ２相当

今後の情報等に留意 — —

図：気象庁作成

谷底平野
台地

台地


